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総結集を！！ 

2021 年度 

Ｎｏ．８７ 

２０２２年 ３月 ７日 日本鉄道労働組合連合会 
 

３産別共同行動【2022 年春・第１弾】～サービス連合・航空連合と連携！～

 

３月３日、ＪＲ連合はサービス連合および航空連合とともに、３産別共同行動として、

上部団体である連合との間でコロナ禍への対応に関する意見交換を実施した。 

 

３産別から荻山市朗会長、サービス連合後藤常康会長、航空連合酒井雄介事務局

長が、連合からは芳野友子会長、清水秀行事務局長らが出席。 

３産別の要望事項である「①安心して移動や観

光ができる環境や人流の活性化」、「②雇用調整助

成金や産業雇用安定助成金による雇用の確保」、

「③ポストコロナにおける需要回復・拡大」、「④新

しい生活様式に応じた交通運輸・観光サービス産

業のあり方への支援」について内容を説明した後、

真摯に意見交換を行い、理解と協力を求めた。 

 荻山会長をはじめ３産別から「雇調金など国の支援策も最大限活用しているが、

もはや自助努力は限界にある。私たちの産業を復調させ雇用と生活を守るためには、

需要を回復させるほかない。足元では、将来不安から若年層を中心に離職が増加、

産業の劣化も懸念される。一刻も早く安心して移動や観光ができる環境を整備し、

人流の回復に繋げなければならない。さらに需要回復を支えるため、持続的な息の

長い助成策についてもお願いしたい」と力強く訴えた。 

これを受けて芳野会長は「雇調金の特例延長など緊急的な支援策と併せ、中長期的

な視点での取り組みが不可欠」「政党にも産業の窮状を訴え、雇用の維持、産業の回復に

むけた方策について議論していく」と応え、３産別の課題認識や政策要望の内容を受け

止め、積極的に政府に働き掛けていく考えが示された。 

 今後も３産別の力を結集し

て共同行動を積極的に展開し、

ＪＲをはじめ交通運輸・観光サ

ービス産業のコロナ禍からの

早期回復と持続的成長に向け

て取り組むこととする。 ＪＲ連合 荻山会長（左）、連合 芳野会長（中）、連合 清水事務局長（右） 


